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短期集中通所サービス報告会

利用者にとって意味のあるWellbeingにあふれた
日常を取り戻す通所型短期集中サービス
ー短期集中事業所「リエイブルメント」を軸にー
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本PJの合⾔葉

利用者さんにとって
意味のある日常を

取り戻す
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今回のポイント ー まるごと実施

通所型サービス（短期集中）

訪問によるアセスメント

短期集中（週１回以上、3-6か⽉）

運動器向上 / ADL・IADL動作練習 / 健康教育 /
セルフヘルプグループ育成等の各プログラム

連動

地域ケア会議の活⽤など

出典：厚生労働省・三菱UFJリサーチ&コンサルティング

社会参加のための場所
地域のスポーツ教室や趣味の講座など

余暇活動への再参加など

介護予防ケアマネジメント

⽣活⾏為の向上

地域の通いの場

仕事、⽣産活動への復帰など

社会参加への卒業

本⼈の「したい」意思とセルフマネジメント
を前提とした⾃⽴⽀援型の⽬標設定

⼿段 ⼿段

⼿段
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出典：厚生労働省・三菱UFJリサーチ&コンサルティング

リ・エイブルメント サービス

短期集中 サービス

||
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世界で実践されているリ・エイブルメント

→再びできるようにするリ・エイブルメント（=re-ablement)
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寝屋川
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短期集中サービス
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リ・エイブルメント（=re-ablement)

l Care Act 2条「予防と、ニーズ発現を抑え遅らせること」に基づいている

l サービス提供主体︓地⽅⾃治体/NHS （※グレーター・マンチェスターでは⾃治体が提供）
地⽅⾃治体の義務「市⺠のウェルビーイング向上のための良質な情報提供の義務があり、

孤⽴や孤独を減らし、運動や活動を通して健康でアクティブな⽣活を
送れるよう健康的な地域づくりや住⺠の関係づくりを促進する義務が
ある」

l 対象者︓地域の病院を退院したひと、地域で⽣活⾏為の能⼒が低下したひと

l 期間︓最⼤６週間のサービス

l サービス提供形態︓基本的に訪問

l 料⾦︓無料

リ・エイブルメントサービス概要
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寝屋川
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短期集中サービス
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各国のリ・エイブルメントのポイント

• パーソンセンタードアプローチ
• ⾝体的能⼒だけでなく社会的な能⼒も重視する
• ⾃分にとって⼤切な⽇常⽣活(活動・仕事)を送るための
「⾃信」と「スキル」を取り戻す

• ⾼齢者のために（for）ではなく、⾼齢者と共に（with）⾏う
• 期間が限定的

寝屋川
PJ

短期集中サービス

今、もっとも優先順位が⾼い取り組みだと考えられている
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英国国⽴医療技術評価機構 =NICE

NG74 (NICEガイドライン)
「Intermediate Care including reablement（リエイブルメントを含む中間ケア）」

l 臨床ガイドライン開発のためのロールモデルとして国際的に⾼い評価を受けている
l 中間ケアサービスに重点を置いている
l 優れた実践を紹介している
l アクセスの平等やさらに統合された提供アプローチについて勧告を⾏っている

出典︓https://www.nice.org.uk/guidance/ng74/chapter/recommendations#reablement

1.1 リエイブルメントを含む中間ケアの基本原則
1.2 インフラ⽀援
1.3 中間ケアのニーズアセスメント
1.4 中間ケアへのReferral（紹介）
1.5 中間ケアの開始
1.6 中間ケアの提供
1.7 中間ケアからの移⾏
1.8 研修と開発

(⼀部抜粋)
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NICEガイドライン項⽬

l ⾃⽴やウェルビーイングを最適化するよう、連携して⽬標を⽴てる。
l 本⼈⾃⾝の強みを重視し、⾃⽴度回復に向けた⾃らの潜在性に気づく⽀援をする。
l 本⼈の知識、スキル、レジリエンスおよび⾃信を構築する。
lアウトカムを重視したアプローチをとる。
l⽬標を定期的に⾒直す。
l様々な組織のスタッフが協⼒して、統合された形で業務を展開する

（例︓合同での会議や研修および多職種チームワーク）。
l中間ケア⽇記（または記録）が記⼊され、⽬標に向けた本⼈の進捗状況を記録し、

経験を強調し、本⼈もそれを読んだりして奨励される。
l 中間ケアスタッフに、⽇々、OJTを踏まえた教育の機会を提供する。

寝屋川
PJ

短期集中サービス

寝屋川市で⾏った内容はほとんどこれを網羅していた

(⼀部抜粋)
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ICF
活動 社会

参加
心身
機能

環境
因子

個人
因子

アセスメント



© TRAPE Inc. All Rights Reserved.

短期集中サービスにおいて各⽉に⾏った内容

１ヶ⽉ ２ヶ⽉ ３ヶ⽉

引き出す のばす
いかす

繋ぐ
活用

⾃分の可能性、能⼒に
対する気づきを促す

可能性、能⼒を⽇常で
活かし、アップデート
していく（狭）

可能性、能⼒を各種専
⾨職・介護事業所に繋
ぐ（チームで共有）

さらに可能性、能⼒を
⽇常で活かしアップ
デートしていく（広）

その方にとってのWellbeingとは何かを常に軸にする
テーマ：「利用者さんにとって意味のある日常を取り戻す」
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通所型短期集中サービスの実施内容

n全体のフロー

n具体的内容
12回 2回３回

1 ⾃宅訪問 ケアマネジャーとリハ専⾨職が対象者の⾃宅を訪問し、ICFの視点でアセスメントを⾏い⽣活課題、取り戻したい元の⽣活を把握する

2 通所測定 通所サービス（短期集中）事業所において所定の調査測定を実施する

3 ケア会議
包括主体で実施し、ケアマネジャー, 通所サービス短期集中事業者,その他の介護事業者が集まる
その中で対象者の⽅向性（取り戻すべき元の⽣活）と具体的にそれぞれの事業者が⾏う役割などを共有する

4〜14 サービス提供

■通所プログラム
①社会参加プログラム（※終了後利⽤予定の社会資源の利⽤練習含む）
②IADLプログラム（時にADLプログラム）
③介護予防教育プログラム
④セルフマネジメントプログラム
⑤運動機能向上プログラム
⑥⼝腔機能向上、栄養改善プログラム
⑦その他⽣活⾏為改善に効果的プログラム

■訪問指導
①在宅など対象者の⽣活環境の場で⽣活⾏為を評価
②実際の場での⽣活⾏為を指導
③⽣活環境や道具の⼯夫の助⾔

15 通所測定 ３ヶ⽉間実施していきた変化・成果を測定（調査内容・項⽬はサービス開始時と同⼀の内容）

16 ケア会議 (卒業判定)
包括主体で実施し、ケアマネジャー,通所サービス短期集中事業者,その他の介護事業者が集まり
サービス開始時に対象者と設定した元の⽣活を再獲得できたかについて判定会議を実施する

17 社会参加 ケア会議（卒業判定）で確定した卒業先につなぎ、通所サービス短期集中のまとめを実施

訪問
アセス

通所
測定

ケア
会議 通所型短期集中サービス 測定

社会
参加

ケア
会議

2018年
モデル事業

3ヵ⽉後
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「していた」項⽬を聞くことを⼤切にした
l 元の⽣活を取り戻すがテーマだから
l 未来指向型すぎると⾃分の可能性を感じにくくなっている要⽀援者は具体的に答えられないことが多い
l 体験したこと＝していたことは答えやすい
l そこから専⾨家が要素を⾒出し、未来志向へ持っていく

• ⽣活⾏為がなぜできなく
なったしまったかの「要
因」をみんなで共有しやく
する（利⽤者、家族含め）

• ⽣活⾏為が違っても、共有
の要因によってその⽣活⾏
為が阻害されていることを
知ってもらう
→問題は意外にシンプル

ケアマネジャーはセラピストと訪問する前にこの利⽤者宅へ⾏きことのシートを
記載しておきセラピストは訪問までにこれを⾒て、ケアマネと連絡を取り合い欲しい情報を簡単に得てイメージを膨らませる

⽇常に戻る＝「していた」
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通所型短期集中サービス

• セルフマネジメントアプローチ
• 口腔、栄養、運動アプローチ
• ADL/IADLアプローチ
• 社会参加アプローチ
• 介護予防教育

14



© TRAPE Inc. All Rights Reserved.

⾯談 (セルフマネジメントに向けて)

l ⽇々の⽣活の中に⾃分では気づいていない「いいね︕」
がたくさんある

l いいね︕(=他者からの承認)は「気づき」「⾃信」
に繋がる

• 利⽤者の⽬指す⽇常（⽬標）に向かっ
て、毎回１０〜３０分⾯談を実施

• セルフマネジメントシートを軸に⼀⾔⽇
記などから⽇常の中の何気ない⽣活に
「イイね」をリハビリ専⾨職ならではの
視点で⾒出し、伝える

• 可能性を引き出し、後押しをし、つなげ
るサポートを⾏う

セルフマネジメントシート
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⼝腔アプローチ

Aさん…
ホームワークの体操を資料を使って簡単に⾏えるので達成感がある︕
他のホームワークもやる気になった。

Mさん
⻭磨きを毎⽇できたことを専⾨家が称賛してくれて
⾃信をもてた

Nさん…
⼝腔体操を⾏って⾔葉が出やすくなった

⼀つの⾃信が他の活動へつながる

専⾨家の的確なアセスメント
＆プログラム提供

⼤阪府⻭科衛⽣⼠会の全⾯協⼒

（セルフマネジメントの視点をあらゆるところにデザイン）

専⾨職による何気ない⽇常のイイねは
利⽤者の⼤きな⾃信となる

<アプローチ⾵景>
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栄養アプローチ

Kさん…
きっと⾃分の⾷⽣活はだめと思っていたが⾷べれてることを褒められて嬉しかった。

Mさん…
栄養の先⽣なのに運動に⼀緒について来てくれて、⾝近に感じることができた。

Aさん…
栄養の偏りを⼼配してたけど、⾃分の好きな⾷べ物でなにを⾷べたら良いかが分かった。

利⽤者の強みを⾒出し、強化する

専⾨分野だけでなく、利⽤者を⼈としてみる

理想論でなく、利⽤者の⽇常と向き合う

（セルフマネジメントの視点をあらゆるところにデザイン）<アプローチ⾵景＞
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運動アプローチ-1

Mさん…
タオルとかボールとかしか使わないから、⾃分で買えるし、家でもできるわね。

Iさん…
回数が多くて⼤変。⾃分のペースで少しづつ⽬安回数できるように、時間内に終わるように頑張っています。

Nさん、Oさん、Sさんペア…
分からないこともお互いに教えあって、3⼈で毎回頑張っています︕

⾃宅でもできるプログラム

STEP1でも筋⾁痛続出

Step1︓柔軟運動、⾃重トレーニング(強度⼩)、
バランストレーニング

Step2︓柔軟運動、セラバンドトレーニング(強度中)、
バランストレーニング

Step3︓柔軟運動、セラバンドトレーニング(強度⼤)、
バランストレーニング

セルフマネジメント重視※利⽤者のトレーニングを常にアセスメントしておき、
ポイントで理学療法⼠が介⼊し助⾔・気づきを提供し⾏動変更を促す

<Step1〜Step3プログラム>
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運動アプローチ-2

⾃宅で継続してできる様に⼯夫
（セルフマネジメントの視点をあらゆるところにデザイン）
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ADL/IADL・社会参加アプローチ

床からの⽴ち上がり練習

買い物(階段)練習

買い練習

社会参加の練習
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地域情報

・寝屋川市
・地域包括⽀援センター
・短期集中事業所
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多職種で利⽤者の可能性を繋ぎ合う ーチームアプローチー
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介護予防⼿帳

※社会参加の回で活⽤
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介護予防⼿帳

SOSを出すタイミング
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⼩さな成功体験

⾃信の波及効果
⾃⼰の承認

成果

• 掃除機ができる⾃信がついて実際にできた

• 久しぶりに１⼈で⾵呂に⼊れた

• 庭や畑仕事で重たい物の移動ができるようになった

• 階段の上り下りが楽にできるようになった

• ⾃転⾞に乗ることができた
• １ヶ⽉で２年ぶりに競⾺場に⾏けた

• 諦めていたコーラスに参加することができた

• 半年ぶりに電⾞に乗って京橋まで⾏けた

• グランドゴルフに疲れにくくなって、少し成績がよくなった

• ⾃宅前の急な坂道を下って、買い物に⾏けるようになった

• 歩くのに⾃信がついて３ヶ⽉ぶりに近所の果物屋に⾏けた
• ヘルパーの利⽤なく⾃分で掃除ができるようになった


